
第１０

１０－１．

 

名護市コミュニティバス

実証実験期間中（約

実証実験期間（期間中：無料）

 

読谷村コミュニティバス

 

一般

小中学生

65 歳以上

障がい者

小学生未満は保護者同伴で２人まで無料

小学生未満の単独乗車は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０章．県内／県外の事例調査

１０－１．県内の事例調査

名護市コミュニティバス

実証実験期間中（約

実証実験期間（期間中：無料）

読谷村コミュニティバス

 通常

一般 200

小中学生 100

歳以上 100

障がい者 100

小学生未満は保護者同伴で２人まで無料

小学生未満の単独乗車は

他回数券と定期券を発売

県内／県外の事例調査

県内の事例調査 

名護市コミュニティバス 

 

実証実験期間中（約 5カ月）

実証実験期間（期間中：無料）

 

読谷村コミュニティバス （愛称：

通常 １日フリー

200 

100 

100 

100 

小学生未満は保護者同伴で２人まで無料

小学生未満の単独乗車は 100 円 

他回数券と定期券を発売

県内／県外の事例調査

 

 

カ月） 

実証実験期間（期間中：無料） 

（愛称：鳳バス）

 

１日フリー 

400 

200 

200 

200 

小学生未満は保護者同伴で２人まで無料 

他回数券と定期券を発売 

- 267 - 

県内／県外の事例調査 

運行期間 

運行路線数

運行時間帯

使用車両 

事業費 

実施主体 

運行会社 

鳳バス） 

運行期間 

運行路線数

運行時間帯

使用車両 

事業費 

運行主体 

運行会社 

令和 3年

運行路線数 ３路線 

運行時間帯 

循環線（１日７便：

東西線（１日

南北線（１日

琉球バス交通の車両を活用

地方創生臨時交付金を活用

名護市（企画部企画政策課）

琉球バス交通

平日の運行

土日・祝日、慰霊の日、年末年始は運休

運行路線数 ４路線 

運行時間帯 

北ルート（１日

西ルート（１日

南ルート（１日

南北ルート（１日

発） 

日野・ポンチョ

 

読谷村役場

沖縄バス

第 10 章．県内／県外の事例調査

年 9月 15 日～令和

 

循環線（１日７便：

東西線（１日 5便：

南北線（１日 6便：

琉球バス交通の車両を活用

地方創生臨時交付金を活用

名護市（企画部企画政策課）

琉球バス交通 

平日の運行 

祝日、慰霊の日、年末年始は運休

 

北ルート（１日 11 便：

西ルート（１日 7便：

南ルート（１日 8便：

南北ルート（１日 4

日野・ポンチョ 

読谷村役場 生活環境課

沖縄バス 

章．県内／県外の事例調査

日～令和 4年 2

循環線（１日７便：9:00～17:00

便：9:00～17:00

便：9:45～16:30

琉球バス交通の車両を活用 

地方創生臨時交付金を活用 

名護市（企画部企画政策課） 

祝日、慰霊の日、年末年始は運休

便：7:10～19:39

便：6:47～18:22

便：7:20～18:00

4 便：11:20

生活環境課 

章．県内／県外の事例調査 

2 月 28 日 

17:00 発） 

17:00 発） 

16:30 発） 

 

祝日、慰霊の日、年末年始は運休 

19:39 発） 

18:22 発） 

18:00 発） 

11:20～17:20
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北中城村観光周遊コミュニティバス （愛称：グスクめぐりん） 

 

北中城村観光周遊バス実証実験 

R3年7/19～R４年3/31日有償運行開始 

 通常 １日フリー 

一般 100 - 

小中学生 100 - 

65 歳以上 100 - 

障がい者 100 - 

免許返納者、未就学者 無料 
 

運行期間 令和 3年 7月 19 日～令和 4年 3月 31 日 

運行路線数 １路線 

運行時間帯 
平日 11 便（9:00～20:00 発） 

土日祝日 11 便（9:00～20:00 発） 

使用車両 ワンボックスタイプ 

事業費 下記記載 

実施主体 北中城村企画振興課 

運行会社 - 

[観光周遊バス実証事業]  

令和 2 年度 沖縄振興交付金事業 

総事業費 25,589,000 円（交付額 20,471,000 円） 

 

中城村コミュニティバス （愛称：護佐丸バス） 

  

 通常 １日フリー 

一般 200 - 

中学生 100 - 

65 歳以上 100 - 

障がい者 100 - 

小学生 50 - 

他回数券を発売 

運行期間 

□朝便 

土日祝日・慰霊の日、学校の休み期間

運休 

□日中便 

土日祝日、慰霊の日、年末年始は運休 

運行路線数 ４路線 

運行時間帯 

□通学・通勤に便利な朝便 

久場琉大線（１日 2便：6:50～7:41） 

伊集普天間線（1日 2便：6:50～7:41） 

□買い物・通院に便利な日中便 

伊集回り線（１日 5便：8:50～17:05 発） 

久場回り線（1日 5便：8:40～16:40 発） 

使用車両 日野・ポンチョ 

事業費 - 

実施主体 中城村役場 企画課 企画調整係 

運行会社 東陽バス（平成 28 年 4 月 1日より） 

 

 

 

 

 

 



 

中城村デマンド型

  

実証実験期間中（１年間）

運賃は距離に関係なく

≪利用対象者の想定≫

●事前登録した方

●登録は中城村民全員を対象

中城村においては利用者があまり多く

見込まれないため、

しない。

 

沖縄市中心市街地循環バス

 

一般

中学生

65 歳以上

障がい者

小学生

１歳から５歳までの幼児は１人目までは無料

２人目からは１００円

 

デマンド型

実証実験期間中（１年間）

運賃の想定 

運賃は距離に関係なく

一律制 

≪利用対象者の想定≫

●事前登録した方

●登録は中城村民全員を対象

中城村においては利用者があまり多く

見込まれないため、

しない。 

沖縄市中心市街地循環バス

 通常

一般 200

中学生 100

歳以上 100

障がい者 100

小学生 50

１歳から５歳までの幼児は１人目までは無料

２人目からは１００円 

デマンド型交通  

 

実証実験期間中（１年間）

 

運賃は距離に関係なく 300

≪利用対象者の想定≫ 

●事前登録した方 

●登録は中城村民全員を対象

中城村においては利用者があまり多く

見込まれないため、IT システムは導入

 

沖縄市中心市街地循環バス 

 

通常 

他回数券を

発売 

200 

100 

100 

100 

50 

１歳から５歳までの幼児は１人目までは無料

 
 

 

実証実験期間中（１年間） 

料金 

300 円 

●登録は中城村民全員を対象 

中城村においては利用者があまり多く

システムは導入

 

他回数券を

 

１歳から５歳までの幼児は１人目までは無料 
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運行期間 

運行エリア

運行時間帯

使用車両 

事業費 

予約 

実施主体 

運行会社 

◇予約受付は利用日

分前の 7～

間帯は午前

運行期間 

運行路線数

運行時間帯

使用車両 

事業費 

実施主体 

運行会社 

・バスロケ導入

・バス停オーナー制導入（約

本格導入

運行エリア 
村全域 

村外にはミーティングポイントを設置

運行時間帯 
基本運行ダイヤは

（最大 

セダン型タクシー

8 時～17 

中城村役場

共友タクシー

予約受付は利用日 1 

～9 時便は前日までの予約と

間帯は午前 8 時半～午後

日曜・祝日、年末年始は運休

土曜日は１便は運休

 ４路線 

 

西部ルート（１日

中部ルート（１日

北部ルート（１日

東部ルート（１日

日野・ポンチョ

沖縄市役所

琉球バス、東陽バス

・バスロケ導入 

・バス停オーナー制導入（約

第 10 章．県内／県外の事例調査

本格導入 

 

村外にはミーティングポイントを設置

基本運行ダイヤは 1 

 4 路線）7:00

セダン型タクシー（タクシー車両）

17 時までを想定

中城村役場 企画課

共友タクシー 

1 週間前から当日運行時間の

時便は前日までの予約と

時半～午後 6 時とする

日曜・祝日、年末年始は運休

土曜日は１便は運休

 

西部ルート（１日 9

中部ルート（１日 9

北部ルート（１日 6

東部ルート（１日 11

日野・ポンチョ 

沖縄市役所 建設部

琉球バス、東陽バス

・バス停オーナー制導入（約 88 社：

章．県内／県外の事例調査

村外にはミーティングポイントを設置

1 時間に 1 

7:00～18:00 

（タクシー車両）

時までを想定 

企画課 企画調整係

週間前から当日運行時間の

時便は前日までの予約とし、予約受付時

時とする。 

日曜・祝日、年末年始は運休 

土曜日は１便は運休 

9 便 7:20～18:10

9 便 7:20～18:10

6 便 7:47～17:33

11 便 7:46～18:59

建設部 都市整備室

琉球バス、東陽バス 

社：パンフ掲載企業数

章．県内／県外の事例調査 

村外にはミーティングポイントを設置 

1 本 

 

（タクシー車両）4 台 

 

企画調整係 

週間前から当日運行時間の 30 

予約受付時

 

18:10 発） 

18:10 発） 

17:33 発） 

18:59 発） 

 

都市整備室 

パンフ掲載企業数） 



 

北谷町コミュニティバス

令和 3 年

 

一般

65 歳以上

障がい者

介助者

免許返納者

小学生

小学生未満

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北谷町コミュニティバス

年 7 月 1 日から路線定期運行（

 通常

一般 200

歳以上 100

障がい者 100

介助者 100

免許返納者 100

小学生 100

小学生未満 無料

他回数券を発売

北谷町コミュニティバス （愛称：Ｃ－ＢＵＳ）

日から路線定期運行（

通常 1 日乗車券

200 

100 

100 

100 

100 

100 

無料 

他回数券を発売 

（愛称：Ｃ－ＢＵＳ）

日から路線定期運行（コミュニティバス

 

日乗車券 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

運行期間

運行エリア

運行時間帯

使用車両

事業費

実施主体

運行会社

[
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（愛称：Ｃ－ＢＵＳ） 

コミュニティバス

運行期間 

運行エリア 

運行時間帯 

使用車両 

事業費 

実施主体 

運行会社 

[実証期間] 

コミュニティバス）から区域運行（デマンド型交通）へ

年末年始は運休

 北谷町

 午前 8

ワンボックスカー

下記添付

北谷町

琉球バス交通

 平成 29 年度～令和

第 10 章．県内／県外の事例調査

）から区域運行（デマンド型交通）へ

年末年始は運休 

北谷町全域（指定の場所まで送迎）

8時から午後

ワンボックスカー

下記添付 

北谷町 総務部 企画財政課

琉球バス交通 

年度～令和 3年度（

章．県内／県外の事例調査

）から区域運行（デマンド型交通）へ

 

全域（指定の場所まで送迎）

時から午後 6時まで 

ワンボックスカー 

企画財政課 

3 年度（5年間

 

章．県内／県外の事例調査 

）から区域運行（デマンド型交通）へ 

全域（指定の場所まで送迎） 

 

 

年間） 
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南城市コミュニティバス （愛称：Ｎバス） 

 

 通常 1 日乗車券 

一般 300 700 

中高校生 300 500 

小学生 150 350 

未就学生 無料 無料 

他回数券を発売 

 

◇デマンドバスを運行中 

運行区間 南城市内 

運行時間 毎日 午前８時〜午後８時 

運休日 年末年始（12/31～1/3） 

利用運賃 1人1回 500円（未就学児無料） 

市民 75 歳以上は 200 円 

利用対象 お一人で乗降出来る方 
 

運行期間 通年運行 

運行路線数 15 路線 

運行時間帯 

□知念佐敷一周線（A1.A2.A3 便） 

A1（1 日 10 便：8:15～21:05） 

□ニライカナイ橋・つきしろ線（B1.B2

便） 

□玉城大里一周線（C1.C2 便） 

□玉城東回り線（D1.D2 線） 

□知念南回り線（E線） 

□玉城西回り線（F1.F2.F3 便） 

□向陽高校線（G便） 

□知念高校線（H便） 

使用車両 日野・ポンチョ 

事業費 - 

実施主体 南城市 企画部企画課 

運行会社 沖縄バス南城営業所 

バスロケ導入 

南城市民限定の「Nバス OKICA」申込を開始 

 

・運行開始後の問題点・課題点等 

便利になったとの意見も多数ある一方で、ルートに対しての苦情がある。 

・今後の動向等（将来展望）（事業継続、廃止、規模縮小等） 

 事業継続の予定だが、収支が下がれば、デマンドを縮小する方向で検討する可能性はある。 

 

 

 

 

 

 

 



 

南城市デマンド交通

大人・小中高生

未就学児

75 歳以上

観光客

観光客

平成 30 

平成 30 

登録者数は平成

平成 28 

引用：令和元年度

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01

 

 

デマンド交通

 

大人・小中高生 

未就学児 

歳以上(市民) 

観光客(大人・小人)

観光客(未就学児) 

30 年度における

30 年度における平均乗車人員は

登録者数は平成 31 

28 年度以降、年間の利用者数は、約

令和元年度 

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01

デマンド交通 （愛称：

通常

 500

無料

 200

) 500

 無料
 

における一日当たりの運行便数は安定しており概ね

年度における平均乗車人員は

31 年 3 月で

年度以降、年間の利用者数は、約

第 1 回 南城市地域公共交通会議資料

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01

（愛称：おでかけなんじぃ

 

通常 

500 円 

無料 

200 円 

500 円 

無料 

一日当たりの運行便数は安定しており概ね

年度における平均乗車人員は 2.5

月で 5,347 人 

年度以降、年間の利用者数は、約

南城市地域公共交通会議資料

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01
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おでかけなんじぃ） 

運行期間 

運行エリア

運行時間帯

使用車両 

事業費 

予約 

実施主体 

運行会社 

運行形態：ドア

一日当たりの運行便数は安定しており概ね

2.5～3.0 人/便前後で推移

年度以降、年間の利用者数は、約 30,000 人で推移

南城市地域公共交通会議資料

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01

 乗合タクシー

 本格導入

運行エリア 南城市内（久高島を除く）

運行時間帯 
毎日 午前８時〜午後８時（

を除く）１便（

 ３台 

生活交通確保維持改善計画

南城市シルバー人材センター

 南城市企画部まちづくり推進課

 沖縄第一交通株式会社

運行形態：ドア to ドア方式の区域運行（フルデマンド）

一日当たりの運行便数は安定しており概ね

便前後で推移

人で推移 

南城市地域公共交通会議資料から以降の継続会議資料など

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01

第 10 章．県内／県外の事例調査

乗合タクシー 

本格導入 

南城市内（久高島を除く）

午前８時〜午後８時（

を除く）１便（8:00

生活交通確保維持改善計画

南城市シルバー人材センター

南城市企画部まちづくり推進課

沖縄第一交通株式会社

ドア方式の区域運行（フルデマンド）

一日当たりの運行便数は安定しており概ね 31 便/日で推移

便前後で推移（一日の平均

から以降の継続会議資料など

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/sp/userfiles/files/kurashi/78/01-document_04.pdf

章．県内／県外の事例調査

南城市内（久高島を除く） 

午前８時〜午後８時（12/31

8:00）から 12 便

生活交通確保維持改善計画 

南城市シルバー人材センター 

南城市企画部まちづくり推進課

沖縄第一交通株式会社 

ドア方式の区域運行（フルデマンド）

日で推移 

（一日の平均 82.8 人

から以降の継続会議資料など 

document_04.pdf 

章．県内／県外の事例調査 

12/31～1/3

便(19:00) 

 

南城市企画部まちづくり推進課 

ドア方式の区域運行（フルデマンド） 

人/日） 
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糸満市内周遊バス デマンド交通 （愛称：いとちゃん mini） 

 

 

◇いとちゃん mini 国吉線（定期運行） 

便数 １日 2便（7:00、7:35 発） 

料金 大人 160 円、小中学生 80 円 

障がい者 80 円(子供 40 円) 

運転免許証返納者 80 円 

運行 平日運行のみ 

 

運行期間 毎日運行 

運行エリア 
兼城地区、糸満地区、三和地区 

西崎地区、高嶺地区の５地区 

運行時間帯 7 時～19 時（予約：8:30～16:45） 

使用車両 キャラバン 4台（定員：10 名） 

事業費 

沖縄振興一括交付金（交付率8/10活用） 

●初期費用 

・車両代金 15,716,000 円 

・ラッピング費用 2,773,000 円 

（H27 年度 実証実験） 

●総事業費  104,394,000 円 

●補助金    83,515,000 円 

●市負担額   20,879,000 円 

（R1 年度） 

●総事業費   29,618,890 円 

●補助金     9,872,900 円 

●市負担額    19,745,990 円 

予約 糸満市観光協会 

実施主体 
糸満市 市民生活環境課 市民生活係 

計画作成は 「政策推進課」 

運行会社 有限会社 美ら島（観光バス事業者） 

運行状況（利用状況） 

１．利用者数【令和元年度】 

 ①累計乗車人数 延べ 23,620 人 

 ②最大日乗車人数 108 人/日 

 ③最小日乗車人数 26 人/日 

 ④平均別乗車人数 平日：68 人/、休日：55 人/ 

２．利用者割合 

 ①男女割合 男性 18％ 女性 82％ 

 ②男性年代 ～10 代(7％)、20 代(4％)、30 代(19％)、40 代(12％)、50 代(18％)、60 代(16％)、 

 70 代(9％)、80 代(15％) 

 ③女性年代 ～10 代(17％)、20 代(2％)、30 代(6％)、40 代(9％)、50 代(13％)、60 代(21％)、 

70 代(15％)、80 代(17％) 

３．利用時間帯 

全時間帯で利用されており、特に運行開始直後の 9時台が最も多く、次に夕方の利用者が多い。 

・経費負担等   総経費：29,618,890 円（80,926 円/日） 

・運行開始後の問題点・課題点等 

予約のお断りが多く、令和元年度の 4月～3月までのお断り合計件数が 1,487 件となっており、

前年度より 2.2 倍増であった。また、利用満足度では運行時間帯の評価が低い。 

今後の動向等（将来展望） 

（事業継続、廃止、規模縮小等） 

事業継続の予定。 

現在 9時～17時で試験運行の状態だ

が、令和 3 年 10 月から 7 時～19 時

で本格運行予定。 
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浦添市フルデマンド型コミュニティバス （愛称：うらちゃん mini） 

   

実証実験期間中（１年間） 

 通常 大人同伴 1人まで

無料、2人目からは

小児運賃（乳児（0

歳）は無料） 

一般 400 

65 歳以上 300 

障がい者 300 

小学生以下 200 
 

運行期間 令和 2年 11 月 1 日から 1年間 

運行エリア 浦添市全域（指定の場所まで送迎） 

運行時間帯 7：00～19：00 

使用車両 ワンボックスカー12 台 

事業費 事業費は調査委託も含め約 3600 万円 

実施主体 浦添市都市建設部 都市計画課 

運行会社 てだこモビリティサービス有限責任事業組合 

◇浦添市コミュニティバスの実証実験は平成 22 年 12

月 1 日～平成 23 年 2 月 28 日（大人 200 円、小人 100

円）で浦添市立図書館からおもろまち間を社会実験と

して運行終了 

[実証実験の目標] 

目標１：１日あたり平均乗車人数 720 人 

目標２：実証実験後に民間事業による自立運行を目指し、収支率１００％ 

目標３：既存の公共交通に負の影響を与えない 

[運行計画] 

令和 2年 11 月 1 日から令和 3年 10 月 31 日まで（１年間を予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

嘉手納町タクシー助成

 

本格導入

・１か月あたり６枚を交付

 １枚

 については自己負担となる

・助成券は１回の乗車につき１枚限り

・75 歳から

・１年以上前から嘉手納町在住の方

R1

   R2

     

※

   ※利用申請者は

嘉手納町タクシー助成

本格導入時の変更点

・１か月あたり６枚を交付

１枚 500 円の助成券を超える金額

については自己負担となる

・助成券は１回の乗車につき１枚限り

歳から 70 歳以上の方に変更

・１年以上前から嘉手納町在住の方

R1 年度 実証実験①

R2 年度 実証実験②

     ・450 円チケット

・総事業費

・内訳：

※R3 年度より

※利用申請者は

嘉手納町タクシー助成 （愛称：）

 

 

 

 

 

 

時の変更点 

・１か月あたり６枚を交付 

円の助成券を超える金額

については自己負担となる 

・助成券は１回の乗車につき１枚限り

歳以上の方に変更

・１年以上前から嘉手納町在住の方

実証実験① 4

実証実験② 3

円チケット*4

・総事業費  652,950

・内訳：3か月の利用枚数は

年度より 1枚 500 円、

※利用申請者は 9月末現在で約

（愛称：） 

円の助成券を超える金額 

 

・助成券は１回の乗車につき１枚限り 

歳以上の方に変更 

・１年以上前から嘉手納町在住の方 

4 か月間  

3 か月間 

*4 枚*3 か月分

652,950 円 

か月の利用枚数は 1,451

円、1か月 6

月末現在で約 250
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実証実験 

本格運用 

運行エリア

使用車両 

対象となる方（以下全ての条件に該当する方が対象）

[実証実験時

・嘉手納町在住の

・一人暮らし又は

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの他の移動支援

 サービスを利用していない方

・自家用車を保有していない世帯の方

・ご自身でタクシーの乗り降りができる方

・町民税非課税世帯の方

※その他、条件があるため詳細は問い合わせ

   

か月分 

1,451 枚  

6 枚とし本格運用中

250 名 

2019 年

R3 年 1 月

運行エリア 
「乗り場」または「降り場」のどちらか

が嘉手納町内

株式会社比謝川タクシー

対象となる方（以下全ての条件に該当する方が対象）

実証実験時] 

・嘉手納町在住の 75 歳以上の方

・一人暮らし又は 75 歳以上のみの世帯の方

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの他の移動支援

サービスを利用していない方

・自家用車を保有していない世帯の方

・ご自身でタクシーの乗り降りができる方

・町民税非課税世帯の方

※その他、条件があるため詳細は問い合わせ

 ⇒1,451*450

枚とし本格運用中 

第 10 章．県内／県外の事例調査

7 月 1 日(月

月 4日  

「乗り場」または「降り場」のどちらか

嘉手納町内 

株式会社比謝川タクシー

対象となる方（以下全ての条件に該当する方が対象）

歳以上の方 

歳以上のみの世帯の方

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの他の移動支援

サービスを利用していない方 

・自家用車を保有していない世帯の方

・ご自身でタクシーの乗り降りができる方

・町民税非課税世帯の方 

※その他、条件があるため詳細は問い合わせ

1,451*450 円＝652,950

章．県内／県外の事例調査

月)～10 月 31

「乗り場」または「降り場」のどちらか

株式会社比謝川タクシー 

対象となる方（以下全ての条件に該当する方が対象）

 

歳以上のみの世帯の方 

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの他の移動支援

・自家用車を保有していない世帯の方 

・ご自身でタクシーの乗り降りができる方 

※その他、条件があるため詳細は問い合わせ 

 

652,950 円 

章．県内／県外の事例調査 

31 日(木) 

「乗り場」または「降り場」のどちらか

対象となる方（以下全ての条件に該当する方が対象） 

 

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの他の移動支援 

 

 



 

北谷町 

 

 

 

 

 

 

 

 タクシー助成制度タクシー助成制度のの検討（案）
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（案） 

実証実験 

本格運用 

2019 年

R3 年 1 月

第 10 章．県内／県外の事例調査

7 月 1 日(月

月 4日  

章．県内／県外の事例調査

月)～10 月 31

章．県内／県外の事例調査 

31 日(木) 
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与那原町 （福祉バス） 

 

対象者 

自分で乗り降りができる方 

（１）６５歳以上の方 

（２）６５歳未満の障害のある方 

（障がい者手帳等をお持ちの方） 

運行期間 令和 1年 10 月～令和 4年 3月末まで 

運行エリア 町内（各公民館、スーパー、病院など） 

使用車両 ハイエース 2台 

事業費 

総事業費：8,687,000 円 

補 助 金：6,949,000 円（国 8割） 

負 担 額：1,738,000 円（一括交付金） 

運賃 無料 

実施主体 

交通施策担当課（企画政策課） 

⇒運転手として町で嘱託員として採用 

主な支出 

・車両使用料 841,000 円（10 名乗りﾊｲｴｰｽ 2 台リース） 

・燃料費 544,000 円 

・バス停作成 273,000 円 

・運転手 2,268,000 円（2名 7か月） 

 

運行状況（利用状況） 

乗車券申請者数 545 名 のべ乗車人数は 5,352 名（令和 3年 1月末時点） 

〇旧コース：令和元年 10 月～令和 2年 5月（8ヵ月） 

 バス 2台、1日 3便、バス停 32 ヵ所。同コースを内回り・外回りで走行、1週あたり 2時間 15 

 分延べ乗車人数 2,154 人 1 日平均 17 名（1便 1台あたり 3名） 

〇新コース：令和 2年 6月～令和 3年 1月（8ヵ月） 

 バス 2台、1日 6便、バス停 42 ヵ所。町内を小学校区の西と東にわけて走行、1週あたり 1時 

間５分。延べ乗車人数 3,198 人 1 日平均 25 名（1便 1台あたり 4名） 

※どちらも比較的、前～中半の利用が多い 

 

運行開始後の問題点・課題点等 

1 周あたりの時間がかかりすぎ、立ち寄るバス停が多い、バス停が遠い、時間が合わない等の意

見がある。⇒当初ルート（内回り、外回り）では 1週当たり 2時間 15 分かかることから、小学

校区に合わせたルートへの見直しを行った（1週 1時間 5分に短縮し、乗換ポイントを設けた） 

※運転手の確保には苦慮した。 

 

今後の動向等（将来展望）（事業継続、廃止、規模縮小等） 

令和元年 10 月から実証実験を開始しているが、コロナの影響もあり、普段の状況が把握出来な

い状況である。そのため、令和 2年度で終了予定であった実験期間を令和 3年度まで延長するこ

ととし、利用状況、経費等を総合的に判断し、継続の有無等について検討する予定。 
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沖縄県宮古島市：自家用有償旅客運送の事例 
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１０－２．県外の導入事例 （類似点：人口数） 

例）石川県内灘町 コミュニティバス 人口 26,927 

  

例）佐賀県みやき町 コミュニティバス 人口 26,175 
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例）長崎県平戸市 コミュニティバス 人口 34,905 

 

例）宮城県西都市 コミュニティバス 人口 32,614 

 



②県外の事例

 

□グリーンスローモビリティ

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

ビリティ。

収受や客貨輸送も可能。

使い脱炭素型の移動

 

□主な特徴

・運行エリアが狭く絞られ狭い道でも運行できる。

・地域住民がドライバーとなって運行できる

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーション

 

 

 

 

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

が必要

②県外の事例 

グリーンスローモビリティ

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

ビリティ。交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

収受や客貨輸送も可能。

脱炭素型の移動

□主な特徴 

・運行エリアが狭く絞られ狭い道でも運行できる。

・地域住民がドライバーとなって運行できる

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーション

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

が必要 

グリーンスローモビリティ（電動で時速

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

収受や客貨輸送も可能。※再生可能エネルギーで発電された電力を

脱炭素型の移動を実現 

・運行エリアが狭く絞られ狭い道でも運行できる。

・地域住民がドライバーとなって運行できる

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーション

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

（電動で時速

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

再生可能エネルギーで発電された電力を

・運行エリアが狭く絞られ狭い道でも運行できる。

・地域住民がドライバーとなって運行できる（事前研修は必要）

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーション

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること
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（電動で時速 20km 未満）

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

再生可能エネルギーで発電された電力を

・運行エリアが狭く絞られ狭い道でも運行できる。 

（事前研修は必要）

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーション

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

未満） 

地域での低炭素型モビリティの普及促進に向けて、時速 20

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

再生可能エネルギーで発電された電力を

（事前研修は必要）。 

・乗って楽しい移動サービス（乗客同士のコミュニケーションが弾む） 

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

する場合、事業者は道路運送法における道路運送法第 78 条

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

第 10 章．県内／県外の事例調査

ｋ

ｍ未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の電動パブリックモ

交通空白輸送及び福祉輸送などでも使用でき、料金の

再生可能エネルギーで発電された電力を

 

 

 

 

 

 

 

 

概ね片道

度の移動を支援

グリーンスローモビリティ乗合事業で対価を受け取って活用

条

第２号で規定される「自家用有償旅客運送」を取得すること

車両タイプは各種あり

章．県内／県外の事例調査

概ね片道 1～3 

度の移動を支援 

車両タイプは各種あり

章．県内／県外の事例調査 

 

 

3 ㎞程

 

車両タイプは各種あり 



□超小型モビリティ

 

道路運送車両法施行規則などの一部が改正

され、「全長

最高速度は時速

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

義。 

活用例）

※移動距離はおよそ

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応

出典：超小型モビリティの成果と今後：国土交通省

超小型モビリティ

道路運送車両法施行規則などの一部が改正

され、「全長 2.5

最高速度は時速

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

 

活用例）短距離のカーシェアリング

※移動距離はおよそ

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応

超小型モビリティの成果と今後：国土交通省

超小型モビリティ（電動で 1

道路運送車両法施行規則などの一部が改正

2.5ｍ以下、全幅

最高速度は時速 60km 以下の軽自動車のうち、高速自動車国

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

短距離のカーシェアリング

※移動距離はおよそ 10km 以内で自治会や団地による活用など

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応

超小型モビリティの成果と今後：国土交通省

1～2 人乗り程度

道路運送車両法施行規則などの一部が改正

ｍ以下、全幅 1.3ｍ以下、全高

以下の軽自動車のうち、高速自動車国

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

短距離のカーシェアリング、高齢者

以内で自治会や団地による活用など

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応

超小型モビリティの成果と今後：国土交通省
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人乗り程度） 

道路運送車両法施行規則などの一部が改正（2020

ｍ以下、全高 2m

以下の軽自動車のうち、高速自動車国

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

高齢者への乗り物

以内で自治会や団地による活用など

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応

超小型モビリティの成果と今後：国土交通省 https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf

2020 年 9 月

2m 以下で、

以下の軽自動車のうち、高速自動車国

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

への乗り物 

以内で自治会や団地による活用など

※環境に優しいコンパクトな自動車へのニーズに対応 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf
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月）

以下で、

以下の軽自動車のうち、高速自動車国

道または自動車専用道路などを運行しないもの」と明確に定

以内で自治会や団地による活用など 

 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf

近距離の買い物や通

院などへの活用
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近距離の買い物や通

院などへの活用 
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001364961.pdf 

近距離の買い物や通

 



□自動走行バス

 

 

本格導入は始まっており、現在は

が運転士が同乗

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御

法がある。

交通事故の抑制

も可能になる。

１．

２．

３．

 

茨城県境町

走行バスの公道での運行が国内で

初めての自治体によって実用化さ

れた（2020

入）  

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

自動走行バス 

本格導入は始まっており、現在は

が運転士が同乗し運行する。走行制御には、

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御

法がある。Society 5.0

交通事故の抑制や

も可能になる。 

１．自家用車における自動運転システムのさらなる高度化

２．運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現

３．高齢者向け無人自動運転移動サービスの実現

茨城県境町で、ハンドルのない自律

走行バスの公道での運行が国内で

初めての自治体によって実用化さ

2020 年 4 月定常運行として導

 

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

出典：自動運転の取組について：国土交通省

本格導入は始まっており、現在は

し運行する。走行制御には、

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御

Society 5.0（ソサエティ

や高齢化が進む地方における交通インフラの維持

 

自家用車における自動運転システムのさらなる高度化

運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現

高齢者向け無人自動運転移動サービスの実現

、ハンドルのない自律

走行バスの公道での運行が国内で

初めての自治体によって実用化さ

月定常運行として導

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

出典：自動運転の取組について：国土交通省

本格導入は始まっており、現在は大半の区間は自動で走行する

し運行する。走行制御には、

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御

（ソサエティ 5.0

高齢化が進む地方における交通インフラの維持

自家用車における自動運転システムのさらなる高度化

運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現

高齢者向け無人自動運転移動サービスの実現

、ハンドルのない自律

走行バスの公道での運行が国内で

初めての自治体によって実用化さ

月定常運行として導

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

出典：自動運転の取組について：国土交通省
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大半の区間は自動で走行する

し運行する。走行制御には、高精度衛星測位や走

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御

5.0）で実現を目指す技術

高齢化が進む地方における交通インフラの維持

自家用車における自動運転システムのさらなる高度化

運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現

高齢者向け無人自動運転移動サービスの実現 

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

出典：自動運転の取組について：国土交通省 

大半の区間は自動で走行する

高精度衛星測位や走

行路中央の埋設された磁気マーカを用いて車線制御するなどの方

実現を目指す技術で、

高齢化が進む地方における交通インフラの維持

自家用車における自動運転システムのさらなる高度化 

運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現

 

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

 https://www.mlit.go.jp/common/001268822.pdf
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大半の区間は自動で走行する

高精度衛星測位や走

するなどの方

で、

高齢化が進む地方における交通インフラの維持

運転者不足に対応する革新的効率的な物流サービスの実現 

 

那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された

https://www.mlit.go.jp/common/001268822.pdf

走行路中央に埋設さ

れた電磁誘導線を用

いて車線制御
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那覇市、豊見城市、南城市、宜野湾市、北中城村、石垣市で実証実験が実施された 

https://www.mlit.go.jp/common/001268822.pdf

走行路中央に埋設さ

れた電磁誘導線を用

いて車線制御する
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https://www.mlit.go.jp/common/001268822.pdf 

走行路中央に埋設さ

れた電磁誘導線を用

する 
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